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光子のような素粒子や原子などのミクロな粒子か
ら、あらゆる自然の振舞いを最も精巧に記述するの
が量子力学です。この量子力学で可能な究極のコン
ピュータが量子コンピュータ、究極の通信が量子通
信、それらを融合させたネットワークが量子インター
ネットです。まさに、我々が現代物理学において実
現しうる“究極の情報処理”です。サイエンスとして
の量子情報科学はこの“究極の情報処理” を様々な
角度から理解し、それによって、この世界をも極限
まで理解しようとしています。エンジニアリングと
しての量子情報処理は、この“究極の情報処理” を
様々な物理を駆使して実現しようとしています。
我々の研究室では、量子情報科学をベースに、様々
な物理系の量子情報を光で繋いだ量子インターネッ
トの研究を中心に行っています。例えば、真空中に
トラップされた原子に量子状態を蓄積する量子メモ
リ、その量子状態を光子に写して、長距離に送信す
る量子通信システム[1,2]、それを効率的に中継す
る量子中継[3]、更に光子を大量に送信するための
多重化技術[4]などです。

特徴・独自性

この量子インターネットは、セキュア通信を提供
し、国民投票や首脳会談、金融取引、遺伝情報や生
体情報のやり取りを可能にします。また、分散型量

研究の先に見据えるビジョン

情報通信／ナノテクノロジー・材料 原理的に安全なセキュリティ通信、物理的に究極な情報処理

子計算やクラウド量子計算などの任意の量子
コンピューティングを可能にし、原子時計の
正確な同期等の量子センサーネットワークに
も繋がります。量子サイバースペースと言う
べきかもしれません。
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